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い
よ
い
よ

い
よ
い
よ    

精
華
精
華  

改
築
へ

改
築
へ

令
和
二
年
度
も
早　

折
り
返
し　

秋
に
な
る

今
年
の
多
摩
養
育
園
の
始
ま
り
は　

七
施
設　

七
百
二
十
名
の
皆
様
の
新
年
祝
賀
式

ご
挨
拶
に
回
り　

大
き
な
達
磨
に
目
を
入
れ　

一
年
の
無
事
を
祈
る

今
年
は　

何
と　

そ
の
直
後　

コ
ロ
ナ
が
発
生

施
設
往
来
禁
止
に
し
た
た
め　

リ
モ
ー
ト
懇
談
に
挑
戦

平
成
の
間
に　

六
施
設　

六
保
育
所
の
建
て
替
え
を
行
い

残
す
は　

昭
和
五
十
二
年
に
開
設
し
た　

障
害
者
支
援
施
設　

精
華　

の
み
と
思
っ
た
矢
先

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

桜
の
里　

開
設
と
な
り

精
華
の
建
て
替
え
を
先
延
ば
し
に

利
用
者
様
に
は　

と
て
も
窮
屈
な
思
い
を
さ
せ
て
き
ま
し
た

こ
の
数
年　

訪
ね
る
た
び
に　

必
ず
建
て
替
え
る
か
ら
と
約
束

皆
さ
ん
か
ら
も　

行
く
た
び
に　

楽
し
み
に
し
て
る
か
ら　

頼
む
よ

理
事
長　

り
じ
ち
ょ
う
！　

と　

せ
が
ま
れ　

励
ま
さ
れ

や
っ
と
の
思
い
で　

こ
の
度　

精
華
改
築
に
着
手
で
き
ま
し
た

八
王
子
市
の
深
い
ご
理
解
に　

感
謝　

感
謝
で
ご
ざ
い
ま
す

利
用
者
の
皆
様　

ご
家
族
の
皆
様

夢
の
よ
う
な　

新
居
が
で
き
ま
す
よ

令
和
四
年
の
春　

み
ん
な
で
一
緒
に
引
っ
越
し
を
し
ま
し
ょ
う
ね

社
会
福
祉
法
人
　
多
摩
養
育
園

　
　 

理
事
長
　
足
利
正
哲

1

現在の精華・光華現在の精華・光華



● 

法
人
一
斉
避
難
訓
練 

９
月
１
日

● 

敬
老
祝
賀
会 

● 

精
華
改
築
工
事 

本
年
、
創
立
73
周
年
。「
戦
後
の
復
興
は
児

童
の
養
育
か
ら
」
と
何
も
な
い
中
か
ら
福

祉
の
道
を
築
い
て
き
た
創
設
者
故
足
利
正
明

師
。
慈
悲
の
心
を

忘
れ
ず
に
、
こ

れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
と
と
も

に
一
歩
ず
つ
歩

ん
で
い
く
。

心
が
は
ず
む
夏
の
楽
し
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

盆
踊
り
や
屋
台
、
お
神
輿
な
ど
、
夏
な
ら
で

は
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
一
日
に
。

時
の
記
念
日
制
定
か
ら
100
年
。
当
時
、
大
砲
や

汽
笛
が
一
斉
に
鳴
ら
さ
れ
、
み
ん
な
で
風
船
を

飛
ば
し
た
そ
う
。

鐘
楼
の
あ
る
施
設
か
ら

は
時
を
知
ら
せ
る
鐘
の

音
が
響
い
た
。

地
震
、
台
風
、
洪
水
、
い
つ
何
が
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
時
代
。
入
居
者
様
、
園
児
の
大

切
な
命
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
防
災
対
策

に
取
り
組
み
、
万
一
に
備
え
る
。

● 

創
立
記
念
日 

４
月
17
日

● 

夏
ま
つ
り
・
納
涼
祭 

７
月

令
和
4
年
３
月
31
日
竣
工
に

向
け
、こ
の
秋
に
、着
工
予
定
。

検
討
を
繰
り
返
し
、「
そ
の
方

ら
し
く
生
活
で
き
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
全
室
個
室
で
自
然

に
調
和
す
る
よ
う
な
温
か
い
施

設
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

多
摩
養
育
園
の

多
摩
養
育
園
の    

春春  

夏夏

お
釈
迦
様
の
生
誕
を
お
祝
い
し
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
誕
生
仏
に
甘
茶
を
か
け
、
手
を
合

わ
せ
る
子
ど
も
達
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
新
し
い
生
活
様
式
と
共
に
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

当
法
人
と
深
い
親
交
を
重
ね
て
頂
き
ま
し
た
、

ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
ダ
ン
ミ
カ
・
ガ
ン
ガ
ー
ナ
ー

ト
・
デ
ィ
サ
ー
ナ
ー
ヤ
カ
閣
下
が
令
和
2
年

8
月
11
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
62

歳
。
生
前
、
幾
度
と
な
く
お
い
で
頂
き
、
和

の
園
庭
完
成
時
に
は
、
子
ど
も
達
を
見
守
る

お
釈
迦
様
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
い
つ
も
優
し

い
お
言
葉
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

● 

花
ま
つ
り 

４
月
８
日

あ
り
が
と
う 

ダ
ン
ミ
カ 

ス
リ
ラ
ン
カ
大
使

● 

時
の
記
念
日 

６
月
10
日

保育園児と

福祉まつりご来臨

直筆色紙白象を引いてお祝い

法人内最長寿者 リモートによる理事長挨拶

雲龍寺の大梵鐘

うちわの表彰式

かき氷何味にしようかな？

31
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法
人
内
最
長
寿
者
106
歳
の
方
を
は
じ
め
、
100

歳
を
超
え
ら
れ
て

い
る
方
が
12
名
。

ご
家
族
や
職
員
か

ら
の
お
祝
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
涙
す
る

姿
も
。
保
育
園
で

は
、
子
ど
も
達
か

ら
手
作
り
カ
ー
ド

や
心
の
こ
も
っ
た

動
画
を
祖
父
母
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。



社会福祉法人は、高齢者、子
ども、障害者などの生活を支える
福祉サービスを提供しています。
地域の人々が感じている不安や悩
みを受け止め、新たな福祉サービ
スを作り出すことも社会福祉法人
の役割のひとつです。
私たちは、地域の皆様の声をもと
に、安心して利用できる福祉の拠
点を創造し地域と共に歩みます。

大大 きき なな
子どもの　 

　居場所づくり
ひとりで

悩まないで
子育てを支える最近

閉じこもりがち…

地 域
の

家

今
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に
し
た
い

地
域
と
の
繋
が
り

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
生
活
上
の
制
限
で
運
動
不
足
や
人
と

話
す
機
会
が
減
少
。
様
々
な
機
会
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
伺

い
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。『
子
育
て
広
場
』

『
あ
お
ぞ
ら
食
堂
』『
地
域
講
座
』『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』な
ど
、

6
月
よ
り
新
し

い
形
で
地
域
拠

点
活
動
を
再
開
。

「
誰
か
と
一
緒
に

い
た
だ
く
食
事

は
美
味
し
い
ね
」

「
久
し
ぶ
り
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
わ
」と
笑
顔

が
。
そ
ん
な
地

域
の
皆
様
の
姿

か
ら
、
私
た
ち

も
元
気
を
い
た

だ
く
。

新
た
な
感
染
対
策
と

地
域
の
温
か
な
心
配
り

人
生
で
初
め
て
の
緊
急

事
態
宣
言
。
自
粛
生
活

と
な
り
、
不
安
な
日
々

を
過
ご
し
た
5
月
。
そ

ん
な
大
変
な
時
期
に

も
、「
職
員
の
皆
さ
ん
も

頑
張
っ
て
」と
、
地
域

の
皆
様
か
ら
手
作
り
マ

ス
ク
や
畑
で
採
れ
た
野

菜
な
ど
、
各
施
設
に
心

温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
。

感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
光
明
第
一
保
育
園

で
は
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

に
よ
る
体
温
検
査
を
導

入
。
各
園
で
は
、
自
粛

期
間
中
、
子
育
て
家
庭

や
園
児
に
動
画
配
信
や

製
作
キ
ッ
ト
を
送
付
。

健
康
第
一
で

働
く
た
め
に

日
々
入
居
者
様
、
園
児
と
共
に

過
ご
す
職
員
へ
、
少
し
で
も
安

全
に
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
、
全
職
員
に
法
人
よ
り
冷
感

マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
液
を
配
布
。

更
に
多
摩
養
育
園
後
援
会
よ
り

布
マ
ス
ク
を
頂
き
ま
し
た
。

日
々
の
業
務
と

健
康
管
理
の
た

め
に
大
切
に
、

使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

訪
問
販
売  

竹
の
里

外
出
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
入
居
者
様
の
楽
し
み
は
、

訪
問
販
売
で
の
お
買
い
物
。
カ

ゴ
い
っ
ぱ
い
に
買
い
物
を
し

て
、
大
満
足
。

無
料
塾
　  

楢
の
里

毎
週
火
・
木
曜
日
の
夜
間
、
楢

の
里
を
会
場
と
し
て
使
用
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
共
に
、

学
習
に
向
か
う
こ
ど
も
達
の
ま

な
ざ
し
は
真
剣

そ
の
も
の
。
感

謝
の
気
持
ち
を

綴
っ
た
色
紙
を

い
た
だ
き
、
私

た
ち
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

裏
山
を
み
ん
な
の
森
へ

　
特
老
・
第
七

入
居
者
様
、
園
児
だ
け
で
な

く
幅
広
く
地
域
の
方
に
も
喜

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
多
摩
特

養
老
人
ホ
ー
ム
、
光
明
第
七

保
育
園
の
裏
山
の
整
備
に
着

手
。
２
ヶ
月
が
経
過
し
、
先

日
初
め
て
園
児
に
お
披
露

目
。
ま
だ
山
の
中
に
は
入

れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も「
キ

ャ
ン
プ
だ
」「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

だ
！
」と
歓
声
が
上
が
り
落

ち
葉
や
木
を
触
り
自
然
を
楽

し
む
姿
が
。
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
た
折
に
は
、
園
児
や
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
山
の
中
で

遊
べ
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

働
く
楽
し
さ
を

感
じ
る

就
労
支
援
Ｎ
さ
ん

平
成
31
年
3
月
光
明

第
五
保
育
園
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
翌
年
8
月
か

ら
は
非
雇
用
と
し
て
就

労
。
日
々
過
ご
す
う
ち

に
い
つ
の
間
に
か
子
ど

も
達
か
ら
も「
Ｎ
さ
ん
、

一
緒
に
遊
ぼ
う
」と
呼

ば
れ
人
気
者
に
。
働
く

こ
と
へ
の
意
欲
と
自
信

が
満
ち
溢
れ
、
本
年
5

月
に
は
就
職
も
決
定
。

今
後
も
一
人
で
も
多
く

の
皆
様
を
支
え
て
い
け

る
よ
う
引
き
続
き
お

手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ひ
ろ
が
る
交
流

交
流
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
今
、
た
と
え
画
面

越
し
で
も
顔
と
顔
を
あ
わ
せ
た
関
わ
り
を
持
ち
た

い
。
リ
モ
ー
ト
を
駆
使
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
。

オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
に
施
設
間
交
流
、
お
盆
法
要
も
。

そ
し
て
理
事
長
が
保
育
参
加
！？

ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ

と
や
会
え
な
か
っ
た
人
と
も
交
流
が
も
て
る
よ
う

に
な
り
、
新
た
な
時
代
を
楽
し
む
。

あおぞら食堂

子育て広場

ボランティア

地域講座

理事長保育参加 小学生同窓会

オンライン保育

個人面談 体操交流法要

サーマルカメラ導入各施設で頂いたマスク製作キット

法人のイメージキャラクター
入り、オリジナルマスク
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感
　
謝

感
　
謝

  

題
字　

足 

利 

正 

哲

期
間
：
令
和
2
年
3
月
1
日
～
8
月
31
日

ご
芳
情

足
利
正
哲　

㈱
神
田
屋
鞄
製
作
所　

精
華
家
族

会　そ
の
他
、
マ
ス
ク
な
ど
沢
山
の
皆
様
か
ら
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

朝
倉
俊
子　

足
利
正
尊　

飯
原
絢
子　

井
口

良
雄　

石
川
真
之　

石
井
義
一　

石
阪
規
容
子

伊
勢
恒
二　

市
川
和
夫　

今
村
泰
彦　

岩
間

京
子　

植
田
悠
希　

梅
沢
静
子　

江
成
由
美
子

え
ほ
ん
の
会　

大
久
保
英
子　

岡
本
悦
江　

荻

島
一　

小
佐
野
恵
美
子　

お
は
な
し
の
た
ね　

海
﨑
深
雪　

勝
山
洋
子　

加
藤
樹
一　

神
藤
満

佐
子　

来
住
野
典
子　

君
島
航
平　

國
府
田

俊
男　

駒
澤
キ
ヨ
エ　

齋
藤
章　

榊
英
夫　

澤

井
幹
雄　

島
崎
功
道　

嶋
中
純
子　

庄
司
如
子

鈴
木
隼
也　

須
田
キ
ヨ
子　

高
橋
茂
子　

髙
橋

眞
弓　

田
邉
孝
視　

塚
原
良
子　

土
井
俊
玄　

土
井
俊
彦　

富
田
恵
子　

豊
田
義
主　

仲
川

フ
ミ
子　

西
尾
ト
シ
子　

西
川
ナ
ミ
子　

橋
本

真
澄　

花
谷
栄
次　

早
川
澄
得　

林
政
子　

原
田
信
夫　

広
瀬
孝
昌　

廣
瀬
明
美　

広
瀬

優
子　

府
中
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
元
気
一

番
！
ひ
ろ
め
隊　

古
川
詔
子　

星
野
拓
也　

前
島
美
津
枝　

松
田
重
雄　

三
品
久
子　

宮
野

哲
雄　

茂
手
木
斉　

山
田
浩
二　

山
下
友
之　

山
崎
和
子　

渡
辺
栄
子　
　
　
　
　
　
　

以
上

ご
支
援
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 後集 記 ○
資
格
取
得
○
○

保
育
士
資
格

 

光
明
第
七
保
育
園 

山
田
愛
理

 

光
明
第
八
保
育
園 

小
山
内
晃
一

介
護
福
祉
士

 

多
摩
特
養
老
人
ホ
ー
ム 

添
田
和
宏

 

桜
の
里 

  

原
佑
弥

実
務
者
研
修
修
了 

桜
の
里 

平
真
美

精
神
保
健
福
祉
士 

光
華 

柳
田
洋
子

○
表
彰
○
○
　

救
命
講
習
受
講
優
良
証 

光
明
府
中
南
保
育
園

 

桜
の
里

 

八
王
子
の
名
僧
　卜ぼ

く

山ざ
ん

連
載

⑱
～
『
遺
誡
』
～
～

　

卜
山
さ
ま
は
お
亡

く
な
り
に
な
る
二
年

前
、
後
半
三
五
年
間

の
修
行
を
終
わ
ら
せ

て
、
宗
閑
寺
に
か

え
っ
て
き
ま
し
た
。

　

翌
、
一
六
二
五
年
、

『
遺
誡
』
と
題
し
た
、弟
子
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
種
々

の
教
え
を
綴
っ
た
文
書
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
文
書

は
、
一
行
一
七
文
字
の
漢
文
。
本
文
は
百
行
か
ら
成

り
、
写
真
の
よ
う
に
楷
書
で
書
か
れ
、
千
七
百
字
か

ら
な
る
巻
物
で
す
。

　

卜
山
さ
ま
百
十
九
歳
の
、
手
書
き
で
す
が
、
ま
こ

と
に
驚
異
的
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
中
に
卜
山
さ
ま
の
豊
か
な
、
深
い
思
索
が
も
り

こ
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
本
文
三
行
目
か
ら
四
行
目

に
か
け
て
の
と
こ
ろ 

―
「
體
忍
辱
偽
衣
毎
住
和
合

教
化
流
俗
」（
忍
辱
を
身
に
つ
け
、
つ
ね
に
世
人
と

和
合
し
て
過
し
、人
々
を
教
化
す
る
こ
と
）
― 

忍
耐
・

仲
よ
く
す
る
・
善
導
…
こ
の
三
つ
は
、
積
極
的
な
他

者
と
の
関
わ
り
合
い
を
目
指
し
ま
す
。
大
乗
の
精
神

で
す
。「
和
の
心
」
は
、
古
来
よ
り
わ
が
国
倫
理
の

基
盤
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
光
明
保
育
園
の
指
導
原

理 

―
和
の
精
神
― 

と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
『
遺
誡
』
の
現
代
語
訳
は
『
八
王
子
の
名
僧
・

卜
山
』
の
本
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
七
七
頁

～
九
三
頁
で
す
。
是
非
一
読
を
！！　
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こ
の
半
年
で
、
日
常
生
活
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
人
々
の
価
値
観
す
ら

変
え
て
し
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
。
自
由
に
買
い
物
を
し
た
り
、

食
事
を
し
た
り
、親
し
い
友
達
と
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
も
我
慢
と
い
う
日
々

が
続
き
、
今
ま
で
の
生
活
が
ど
ん
な

に
恵
ま
れ
て
幸
せ
だ
っ
た
か
を
気
付

く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

報
道
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
暗
い
話

題
ば
か
り
。
毎
日
そ
ん
な
情
報
を
目

に
し
て
心
が
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
当
法
人
は
、
笑
顔
で

楽
し
い
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
未
来

に
繋
が
る
よ
う
な
行
動
と
一
日
も
早

い
収
束
を
願
い
な
が
ら
地
域
の
皆
様

と
共
に
手
を
取
り
合
い
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 
 

広
報
紙
編
集
委
員
会


